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が、現メンバー (H.Burst凶m会長， A. Quispel副会長， P. E. Pilet事務局長および芦田譲治博
士とカナダの P.R. Gor・ham)は、第5回 councilmeetingの開かれる 1975年まで留任。
3) Leningrad国際植物学会議においては、 IAPP主催のシンポジウムは行わない。
4) Tentative Recommendation ofTerminology， Symbols and Units ih Plant Physiology に
ついて:すでに日本植物生理学会でも最近の年会のさいに受付で会員に頒布してきた、この小
冊子については councilmeetingで充分論議されず、会長が 10名の北欧および英国の植物生理
学者と相談して作成したといわれるもので、アメリカ代表委員から強い批判が述べられた。し
かし、用語を統一することは望ましいという全体意見であったため、この小冊子の部分的修正
を行うことになった。修正は executivecommitteeの任命する編集委員によって行われる予定
である。
5) ヨーロッパ植物生理学会の設立:ドイツおよびデンマークの委員から提案された。これは
一種の学会連合のようなもので、設立そのものには異議はなかったが、雑誌の統合もしたいと
いう案には、ヨーロッパ代表委員の聞から実現不能の声が出た。今後に残された問題である。
6) IAPP会議の今後:IAPPは独自の会議を開くよりは、他の学会の開く国際会議を共催し、
それを助ける(たとえば IUBSから資金を得やすくするなど)ことを第一の目的とする。しか
し、 IAPP自身が会議の開催を発議することもありうる。
7)会則の改正:全体として単純化し、規定を明確にした(会則改正小委員:会長、副会長の
ほか、南ア連邦の O.A. M. Lewis，アメリカのR.Clelandおよび筆者)。たとえば、 IAPPの
目的は“植物生理学を国際的な水準で推進する。"そのほか、 councilmemberや executive
committee memberの任命や任期、会計監査制度の確立などが規定されたD
会議の聞かれた Wur幼 urg 市はマイン川沿いにある 8世紀のころローマ大司教のおかれた
古都で、中世時代フランコニアン文化の中心地であった。第二次大戦中空曝に曝されたが、中
世紀以来の多くの建物はほとんど完全に復元されたそうで、破壊されなかった近くの Bamberg
市とあまり違わないほどの美しい町であった。筆者のように空気の汚染した工業都市で暮らし
ている人間にとって、このような歴史がいまでも息づいているヨーロッパの古都で 1週間の会
期を過ごせたことは、忙しい中にも一種のいこいであった。(化学と生物 13: 265-268、1975)
「中国を訪ねてj
中国科学院の招待により、筆者は第 2回京都日中学術訪中団(奥田東会長)の一行 7名の一
人として去る 9月18日から約2週間中国を訪問した。筆者は北京市にある植物研究所を 2回訪
れ、学術交流と講演を行った。このほか、北京では清華大学、北京以外では主として東北地区
を訪問し、大慶油田、滞陽近郊の人民公社、藩陽市の医学院(旧満州医大)、教育学院と付属中
学校(旧教育専門学校と千代田小学校)、撫順炭坑、あるいは藩陽市の林、土壌研究所(遼寧省
科学院)を訪れ学術交流を行った。
中国科学院植物研究所の湯凧松所長は古い Harvardの卒業生で英語がうまい。息子さんたち
は現在でも在米とのことで、 76歳という高齢の割には若く見え元気であった。研究所は 7つの
Sectionに分かれている。 L 系統学、 2.生態学、 3.古植物学、 4.細胞形態学、 5.生化学、
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6.生理学、 7.生理学(チッ素固定)、このうち 7は最近6から分離した Sectionである。 Section
6はさらに 5つのグループに分かれている:1.光合成、 2.代謝、 3. ホルモンと分化、 4.栄
養、 5.貯蔵。各グループの研究者数は 5-20名であるが、研究所全体としては高級研究員(教
授という称号で呼ばれている)が約 39名で、このほか研究技術職員が300名居るとのことであ
る。この研究所の研究費+職員の給料を合わせた総経費は 1，200，000元 (1元は約 120円)で、
このうち図書費が13%を占めている。植物ホルモングループの責任者催徴氏 (Tsui)はWisconsin
大学で F.Skoogと一緒にアデニンとオーキシンによる茎葉分化の研究をした人で、 1973年、
東京で聞かれたIPGSA会議の際に来日した。
筆者は主として植物ホルモングループの人たちと交流したが、中には興味ある研究もみられ
た。たとえば、郭季芳女史のグループは、プロトプラストの細胞壁再生の研究をしており、 SEM
を用いた形態学的研究と、再生しつつある細胞壁の糖組成をGLCでしらべる化学的研究を平行
して行っていた。与えたホルモンの種類によって再生する細胞壁の形態が異なるのは面白い。
また技術面で困難な点が多いらしく、交流のさいにはこの点に質問が多かった。筆者の講演の
通訳はチッ素固定グループの李桂格女史がしてくれたが、彼女は中国人の父とスイス人の母を
もち、英語は流暢であった。一般に湯所長ら老人のほうが英語がうまいようで若い連中は積極
的に英語を用いようとはしなかった。
研究所では、食糧増産に結び付いた研究など、国家の要求が強いようで、ジャガイモの生長
や、チッ素固定菌のニトロゲナーゼの単離などの研究に力が入れられているのが目立った。ま
た、組織培養のグループは、さきごろ訪れた京都大学山田康之博士との交流によって大いに張
り切っている。
植物学その他の分野、とくに基礎研究は四人組の妨害で 20年は遅れた、と彼等は口々に説明
していた。国際交流が禁じられていたため、論文の発表も意のままでなかったが、これから研
究の遅れをとり戻し、 PCPなどに論文を投稿したいと、湯所長、催氏、郭氏らが言っていた。
四人組の悪業については、中国科学院副院長の一人、原子物理学者である銭三強氏、あるい
は副主席の一人である康世思氏も私たちとの会見のさいに強調していた。また、各地の研究所
や人民公社でも訪問するたびに四人組時代のひどい状態を訴えていたD 筆者は何人かの人たち
に対し、四人組の行動に対して毛主席には責任はないのか、と質問したが、印で押した押した
ように、主席は当時病気勝ちであった、という返答がかえってきた。
現在の中国は 4つの近代化というスローガンを掲げ、至るところ「農業は大塞に学べJi工業
は大慶に学べ」と書いて人民を叱陀激励している。しかし、一般の人たちの生活はまだかなり
低い。労働者の平均賃金は月 6-70元で、大学教授の最高でも 300元だそうである。筆者らは
北京飯店や遼寧賓館に泊り (1泊1人部屋で30元、 2人部屋で50元程)、豪華な三食と、“紅旗"
や“上海"などの乗用車という毎日で、一般の人々と隔離された印象をもった。
筆者らの北京滞在中、たまたま国慶節にあたり、 9月 30日夕開かれた華国峯主席の招待宴、
10月 1日の慶祝晩会に筆者らのグループ一同も招かれた。前者の開かれた人民大会堂、後者の
首都劇場は誠に大規模でここでも上層部の人たちと一般の人たちとの格差が大きいことを感じ
ざるを得なかった。このように一種の社会的アンバランスの中で、民衆を 1つの目的に向かっ
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て引っ張ってゆこうとしている中国の今後の5年、 10年後に注目したい。(日本植物生理学会通
信22: 5-6、1978)
i Cell Walls ' 86に出席して」
ヨーロッパの植物学者が中心になってはじめられた“細胞壁"シンポジウムは今回で第 4回
目となり、フランス、パリ市の EcolePolytechnique会議場において、 9月10-12日の 3日間
聞かれた。
文部省国際研究集会派遣研究員旅費を頂き、折りから爆弾騒ぎの続発するパリへ赴いた。会
場はいわゆるカルチェラタンの区域にあり、主催者側で世話してくれたホテルもパンテオン、
ソルボンヌ付近だ‘ったので、会議場へは徒歩で通うことができた。
この“細胞壁"シンポジウムを開催するための国際的、あるいはヨーロッパ内の母体機関は
とくになく、今回も"フランス細胞壁グループ"とよばれる、 P.et M.キュリ一大学の植物学
者グループと EcoleNormale Suprieureが主催し、会議の運営を世話してくれたわけである。
しかし、スポンサーは大変しっかりしており、国立科学研究所 (CNRS)，国立農業研究所
(INRA)繊維研究所 (ITF)、麻生産者同盟 (CIPA，LIN)、ClRA-GEIGY社、それにパリ市
とフランス大学研究省が名を連ねていた。 9月 10日のレセプションは爆弾騒ぎのあったセーヌ
河北岸のl'Hotelde Velle de Paris (パリ市役所)2階大広間で聞かれ、パリ市の招待であった。
副市長兼上院議員が歓迎の挨拶をし、人類の生存には今後植物、とくに細胞壁の研究が重要だ、
と理解を示した。厳重警戒の下におかれた市役所に植物学の一部門の会議参加者を招いてパー
ティーを開くなどということは我が国ではちょっと考えにくいのではないかと私は思った。植
物科学などに対する国や地方公共団体(パリでは首相が市長を兼ねている)の理解や力のいれ
かたがその国の国力の基礎になるのかもしれない。
会議では 51の口頭発表と 70のポスター発表が行われたが、前者は 9つのセッションに分け
られた。これらは以下のとおりである。
1. Molecular design and 3・Dpattern. 
2. Intracellular events related to cytoskeletal pattern. 
3. Glycoprotein and HRGP processing. 
4. Specialized components: Callose， chitin， xyloglucan. 
5. The wall in cell-cell recognition. 
6. Polysaccharide turn-over and cell extension. 
7. Lignogenesis， lignins， ligninolysis. 
8. Intra-and intermural exchanges. 
9. Biogenesis and carhohydrate synthase. 
また、各セッション 5-6編で計51編の口頭発表論文の各国別内訳は次のとおりであった。
フランス 16 ;西ドイツ 9;アメリカ 9;オランダ 6;イギリス 4; オーストラリア、
ベルギー、デンマーク、イスラエル、日本、スエーデン、スイス 1また、ポスターは地元から
のものが相当数であったが、上記各国のほかスペイン、イタリ一、アルジエリア、カナダから
